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昭和59年12月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

V
黙
四
等
瑞
宝
章

朝

野

治

作
氏

八九
歳
〉

魚
津
市
東
町
五
番
二
五
号

永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
、
都
市

計
画
審
議
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

V
勲
五
等
瑞
宝
章

紺
屋
徳
一

氏

〈
叫
歳
〉

魚
津
市
本
町
一
丁
目
三
番
八
号

富
山
地
方
法
務
局
登
記
課
長
な
ど
三

九
年
の
永
き
に
わ
た
り
法
務
行
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

富
山
県
知
事
表
沼

V
厚
生
功
労

宮

本

文

雄
氏

〈
侃
歳
〉

魚
津
市
新
角
川
一丁
目
七
番
号一
号

市
医
師
会
の
要
職
に
あ
っ
て
救
急
医

療
の
充
実
な
ど
地
域
医
療
の
向
上
に
尽

く
さ
れ
た
。

V
地
方
自
治
功
労

三
井
芳
久
氏

〈
九
歳
〉

魚
津
市
道
坂
二
八
一
番
地

魚
津
市
助
役
な
ど
五
二
年
間
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
振
興

・
住
民
福
祉
の
増

進
に
寄
与
さ
れ
た
。f 

V
県
土
美
化
功
労

吉
野
ア
キ
子
氏

〈
訂
歳
〉

魚
津
市
経
田
中
町
二
番
一
四
号

花
と
緑
の
銀
行
の
要
職
に
あ
っ
て
地

域
ぐ
る
み
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進

し
県
土
緑
化
に
尽
く
さ
れ
た
。

富
山
県
教
育
委
員
会
表
彰

V
学
校
教
育
功
労

田

林

親

康
氏

〈臼
歳
〉

魚
津
市
友
道

一
六
八
五
番
地

昭
和
一
五
年
か
ら
四
一
年
間
に
わ
た

り
小

・
中
学
校
教
育
の
振
興
に
尽
く
さ

れ
た
。

V
体
育
功
労

市
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
長
と
し
て
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
発
展
と
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

V
優
良
社
会
教
育
機
関

(2) 

魚
津
市
立
大
町
公
民
館

市
中
心
部
の
公
民
館
と
し
て
中
央
公

民
館
的
な
役
割
を
果
た
し
各
種
事
業
を

通
し
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

e

つ
く
り

の
推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

原

菊

男

氏

〈臼
歳
〉

魚
津
市
新
金
屋

一
丁
目
八
番
一号

。 。 。 。 000  。 付可

市58て 58つ 58つ 58て 5858 58 59 託決市
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政
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昭和59年12月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

日
月
辺
日
側
、
市
役
所
大
会
議
室
で
市
内
納
税
貯
蓄
組
合
長
一
九

O
名

参
加
の
も
と
合
同
納
税
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
納
税
思
想
の
高
揚
と
納
税

貯
蓄
組
合
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
次
の

7
個
人
引
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
、

表
彰
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

G 盟E2・

V
市
長
感
謝
状
贈
呈
者
氏
名
〈
敬
称
略
v

o
m年
度
納
税
貯
蓄
功
労
者
(
個
人
)

.
中
央
通
り
名
庖
街
納
税
貯
蓄
組
合
長

宮

文

雄

・
新
会
差
2
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

守
谷
八
十
一

・
木
下
新
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

木

下

政

次

oω
年
片
品
質
納
税
貯
蓄
組
合
(
団
体
)

上
町
1
区
納
税
貯
蓄
組
合

川
縁
1
区
納
税
貯
蓄
組
合

。
日
年
(
単
年
度
)
市
税
納
期
内
納
付

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
(
団
体
)

東
小
路
区

・
下
新
1
区

・
下
新
3
区

・

晴れの叙勲と表彰・・..........・・・・・・2
納税切労表彰・....................・・・3
歳末消防特別警戒・.................3

知って欲しい市の台所……4-5
水道事業の状況・....................6

六郎丸団地2号棟建設中・........フ

人件費の状況・.......................フ

年末 ・年始交通安全運動………8
みんなで守ろう住み良い環境・・・9
冬将軍の到来・....................・・・10
あなだの国保・....................・・・竹

商工業者の皆さんへ③・..........・12
みんなのスポーツ..................13

あな疋と図書館・..........・・・・・・・・・・14
保健だより・....................・・・・・・15

震林産物日評会入賞者・...........16
あしらせ........................16-17
力メラレポ・..........................18

明
理
区

・
新
宿
1
区

・
紺
屋
区

・
八
幡

区
・
八
代
区

・
上
町
1
区

・住
吉
町
区
・

川
縁
1
区
・
上
野
区
・
坪
野
区
・
北
山

区

・
観
音
堂
区

・
石
垣
平
区

・
島
尻
1

区

・
島
尻
2
区

・
島
尻
3
区

・
黒
谷
1

区

・
東
蔵
1
区
・
東
蔵
2
区

・
山
女
1

区

・東
城
2
区

・道
坂
区

・村
木
ロ
区
・

表
向
区

V
負H

津
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表

彰
状
贈
呈
者
氏
名

〈
敬
称
略
〉

。
永
年
勤
続
納
税
貯
蓄
組
合
長
(
個
人
)

.
新
金
屋
3
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

大

森

俊

夫

・
住
吉
町
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

寺

崎

文

夫

・
下
椿
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

石

倉

信

一

・
本
江

1
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

小

川

政

竹

。
優
良
納
税
貯
蓄
組
合

北
山
区
納
税
貯
蓄
組
合

道
坂
区
納
税
貯
蓄
組
合

ltめないでグ消
火
栓
の
前
は
、

『
駐
車
禁
止
』
で
す
。

何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
師
走
は
、
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
も
薄

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
起
こ
り
ゃ
す
い
「
あ
わ
た
だ
し

さ
火
災
」
「
う
っ
か
り
火
災
」
を
防
止
す
る
た
め
、
消
防
機
関
で
は
、

歳
末
消
防
特
別
警
戒
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

-

実

施

期

間

@

場
所
は
安
全
か
。

O
第
一
期
通
常
警
戒
期
間

@

器
具
は
安
全
か
。

ロ
月
幻
日
か
ら
お
日
ま
で

@
使
い
方
は
正
し
い
か
。

O
第
二
期
非
常
警
戒
期
間

@

後
始
末
は
完
全
か
。

ロ
月
m
U
日
か
ら
訂
日
ま
で
市
街
地
へ
流
入
し
て
い
る
鴨
川
用

・
実
施
事
項

水
及
び
荒
井
用
水
が
一
部
改
良
工
事

O
第

一

期

通

常

警

戒

期

間

の

た

め

に

、

来

年

3
月
刊
日
ま
で
断
・

・
予

防

広

報

減

水

さ

れ

て

い

ま

す

。

・
予

防

査

察

こ

の

地

区

で

火

災

が

発

生

し

ま

す

・
機
械
器
具
の
点
検
整
備
と
、
消
防
用
水
が
消
火
栓
の
み
に
限

・
消
防
水
利
、
道
路
状
況
の
点
検
定
さ
れ
、
不
足
が
ち
に
な
る
恐
れ
が

O
第

二

期

非

常

警

戒

期

間

あ

り

ま

す

。

-
第

一
期
生
存
施
事
項
の
継
続
火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、
今
ま

・
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
(
期
間
中
で
以
上
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
夜
9
時

)

ま

た

、

万

一

の

事

態

に

備

え

て

、

・
夜
間
の
巡
回
警
備

O
雪
が
降
っ
た
ら
、
あ
な
た
の
家
の

・
警
防
活
動
要
員
の
確
保

前
に
あ
る
消
火
栓
の
上
の
雪
を
取

り
除
く
。

O
近
く
を
通
っ
て
い
る
用
水
へ
、
平

常
か
ら
水
を
流
し
て
お
く
。

O
防
火
水
そ
う
の
付
近
へ
雪
を
積
み

上
げ
な
い
よ
う
に
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
、
町
内
会
や
部
落

で
話
し
合
っ
て
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

「
そ
れ
火
事
だ
口
と
い
っ
て
か
ら
こ

の
よ
う
な
作
業
を
や
っ
て
は
、
間
に

合
い
ま
せ
ん
。

消
火
栓
や
用
水
は
、
大
事
な
あ
な

た
の
財
産
を
守
る
重
要
な
役
割
を
は

た
し
ま
す
。

グ
火
の
取
り
扱
い
の
注
意
と

消
防
水
利
の
確
保
グ

こ
が
ら
し
吹
い
て
、
い
よ
い
よ
、

冬
将
軍
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
暖
房

用
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
こ
た
つ
、
ボ

イ
ラ
ー
な
ど
の
火
気
を
長
時
間
使
用

す
る
季
節
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
特
に
火
災
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
次
の
4
項
目
に
注
意
し
て
、

く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ

、っ。

(3) 
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公表された、59年度上半期(4月1日から9月30日まで〉の市の財政状況

日
年
度
上
半
期
(
日
年
4
月
1
日
j
印
年
9
月
初

日
)
の
市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
の
収
入

・
支
出
の
状
況
な
ど
財
政
状
態
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、

6
月
と
ロ
月
の
2
回
公
表
さ
れ

る
も
の
で
す
。
次
に
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

当
初
予
算
と
補
正

日
年
度
当
初
予
算
は
九
十
七
億
三
千
六
百
万
円
で

前
年
度
当
初
予
算
八
十
九
億
六
千
四
百
万
円
と
比
較

し
て

M
%の
伸
び
で
し
た
。
そ
の
後
、

2
回
の
補
正

(
五
億
三
千
二
百
四
十
万
五
千
円
)
に
よ
り
、
百
二
億

六
千
八
百
四
十
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
同
期
九
十
六
億
三
千
百
六
十
一
万
円

と
比
較
し
て

M
%の
増
加
で
あ
り
ま
す
。

砂
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

補
正
の
主
な
も
の

〈
歳
入
〉

国
庫
支
出
金
六
千
百
八
十
二
万
一
千

円
、
県
支
出
金
四
千
百
四
十
七
万
一
千

円
、
繰
越
金
三
億
六
千
六
十
三
万
六
千

円
、
市
債
六
千
百
八
十
万
円
等
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉

議
会
活
動
運
営
費
七
百
六
十
六
万
五

千
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
七
千
万

円
、
老
人
保
健
事
業
四
百
五
十
万
円
、

老
人
保
健
臨
時
財
政
調
整
事
業
五
百
万

円
、
地
下
水
観
測
井
設
置
事
業
四
百
二

00% 

十
七
万
二
千
円
、
下
水
道
事
業
会
計
繰

出
金
二
千
四
百
二
十
五
万
円
、
「
富
山
肉

牛
の
村
」
育
成
推
進
事
業
三
百
四
十
四

万
円
、
団
体
営
農
道
整
備
事
業
四
百
三

十
七
万
三
千
円
、
県

・
市
単
土
地
改
良

事
業
三
百
五
十
万
五
千
円
、
企
業
息
地

推
進
事
業
一
億
一
千
四
百
六
十
三
万
円
、

国
道
8
号
線
バ
イ
パ
ス
用
地
買
収
事
業

事
務
費
九
百
八
十
万
円
、
市
道
維
持
補

修
費
一
千
二
百
八
十
万
円
、
市
道
新
設

改
良
事
業
七
千
八
百
万
円
、
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
三
百
九
十
万
円
、
河
川

補
修
費
二
千
万
円
、
駅
西
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
二
千
三
百
五
十
万
円
、
街

歳 入 45.1 % 

般会計
歳出 40.6% 

下道水業事
歳入 21.3% 

歳出 19.2% 

特

易水簡道事業
歳入 30.2% 

歳出 31.0% 

53IJ 
健民国康保険事業

歳入 39.2% 

歳出 36.1% 

保老人健療医業事
歳入 45.5% 

~企:li:
歳出 45.4% 

農業共済事業
歳入 固 I45.9% 

計 歳出 41.0% 

族館水業事
歳入 I 50.0% 

歳出 I 46.6% 

9月末における収支状況

100% 90 80 

市民の市税負担状況

70 60 50 40 30 20 10 

路
事
業
二
千
九
百
二
十
五
万
円
、
救
急

指
令
装
置
設
置
事
業
一
千
八
百
十
万
二

千
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
取
替

事
業
一
千
万
円
、
農
林
水
産
業
施
設
災

害
復
旧
事
業
三
千
七
十
三
万
九
千
円
、

土
木
災
害
復
旧
事
業
二
千
百
十
五
万
円

な
ど
が
増
額
さ
れ
、
ま
た
、
事
業
費
の

認
承
減
に
よ
り
、
新
地
域
農
業
生
産
総

合
振
興
対
策
事
業
四
百
六
十
一
万
四
千

円
、
経
団
漁
港
改
修
季
業
四
百
八
十
六

万
七
千
円
、
運
動
公
園
築
造
事
業
一
千

万
円
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、

9
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

(4) 

81円

10 12 14 16 18千円

550円

1，827円

18，005円

2 4 

人口 50，106人
世帯数 13，401 世帯

(昭和59年 9月30日現在)

その他
4，071千円

軽自動車税
27，562千円

電気税
91，540千円

市たばこ消費税
l f憲9，405千円

市民税
7億84，470千円

固定資産税
9f.2，153千円

304円

2，056円

6，831円

58，538円

一一一

8，164円
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砂
工
場
誘
致
に
伴
う
環
境
整
備
事
業

市有財産の状況 (9月末)

土 主也 建 物

688，157mz 134，008mz 

記、ず 証炉
有価証券その 他 基 金

130，701千円 974，106千円

覆費 醤誇
特別会計予算執行状況 (9月末)

会計区分 予算額
執 行 状 況

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

千円 千円 % 千円
19.2 % 下水道事業 54，350 11，555 21.3 10，443 

簡易水道事業 27，042 8，158 30.2 8，390 31.0 

国民健康保険事業 201l30，000 71.意96，559 39.2 71l33，327 36.1 

老人保健医療事業 191.意10，651 81.意68，964 45.5 81.意68，191 45.4 

農業共済事業 11意48，374 68，074 45.9 60，781 41.0 

水族館事業 21.意95，880 11.意47，759 50.0 11.窓37，987 46.6 

計 441166，217 191.意01，069 42.6 18億19，119 40.7 

市債の状況 (9月末)
_.. 

教 育 債 1，981，685千 円

土 木 債 1，924，674千円

特 別地方債 850，429千円

農林水産業債 627，680千円

縁 故 債 280，039千円

公営 住 宅 債 445，083千円

災 害 復 旧 債 196.473千円

県貸付 金 147，648千円庁舎建設債 64，039千円

特例地方債 16，843千円 消防債 73，799千円

財政対策債 17，800千円 火災復旧債 26，590千円|

市債総額 66億52，782同

住民1人当り負担額 132，774円

大 蔵省 3，760，485千円

郵 政 省 1，653，284千円

公営公庫 654，573千 円

銀 1T 278，090千円

共 済.組 合 98，466千円

県 147，648千円

そ σコ 他 60，236千円

一時借入金 の状況

借入額|借入先|借入期間

な し

歳入 59年度一般会計収支状況 (9月末) 歳出

区 分 予算額 収入済額 収入割合

千円 千円 % 

市 手見 371.意80，000 19億19，201 50.8 

地 方 譲 与 税 90，000 23，557 26.2 

娯楽施設利用税交付金 18，000 7，311 40.6 

自動車取得税交付金 70，000 30，016 42.9 

地 方 チスマ 付 手見 131窓50，000 10億18，042 75.4 

交通安全対策特別交付金 5，000 4，726 94.5 

分担金及び負担金 3億39，187 1億36，639 40.3 

使用料及び手数料 21.意13，267 99，019 46.4 

国 庫 支 出 金 131.意30，620 41!00，064 30.1 

県 支 出 金 71.章78，987 l億99，373 25.6 

Rオ 産 収 入 89，940 15，117 16.8 

寄 附 金 11，325 8，802 77.7 

繰 越 金 6億79，336 71l66，755 104.0 

諸 収 入 41.意01，243 64，421 16.1 

市 イ責 111.愈11，500 2，500 0.2 

計 102{章68，405 461.車35，543 45.1 

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 

議 ~ 費 11意53，583 68，890 44.9 

総 務 費 141.意53，458 61.意86，409 47.2 

民 生 費 161.意70，643 71意41，518 44.4 

衛 生 費 31意55，129 11意49，805 42.2 

労 働 費 11章16，992 43，550 37.2 

農林水産業費 12億40，158 41愈72，510 38.1 

商 工 費 5億77，840 31意56，327 61. 7 

土 木 費 161空64，040 51M1，937 32.6 

消 防 費 2億65，112 11l09，063 41.1 

教 育 費 11億59，413 61.怠62，019 37.6 

災 三~ 復 |日 費 86，364 10，582 12.3 

o イ責 費 8億74，024 3億26，334 37.3 

諸 支 出 金 1，649 22 1.3 

予 イ庸 費 50，000 

計 102億68，405 411.意68，966 40.6 

(5) 
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津市水道事業の状況
59年度上半期の水道事業会計の業務状況が公表

されだのでお知らせします。

。
業
務
の
状
況

〈
9
月
末
現
在
〉

給
水
人
口
三
五
、
九

O
三
人

給

水

戸

数

九
、
二

O
六
戸

給
水
量
一
、
六
九
三
、

O
二
四
立
方
メ
ー
ト
ル

。
会
計
の
状
況

〈
9
月
末
現
在
〉

日
年
9
月
末
の
損
益
収
支
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

損益収支状況

科目 予算〈千円額〉 収入〈千円額〉 割<%合〉

収
給水収益 305，634 176，718 57.8 

受託工事収益 155，222 75，740 48.8 

入 その他収益 6，892 6，992 101.5 

よ口入 計 467，748 259，450 55.5 

科 目 予算〈千円額〉 支 〈出千額 割<%合〉円〉

支 給 水 費 用 86，317 27，615 32.0 

受託工事費 151，393 71，245 47.1 I 

総 係 費 84，416 39，337 46.6 

出 そ の 他 費 用 185，379 56，432 30.4 

メ口入 計 507，505 194，629 38.4 

@
建
設
改
良
工
事

今
年
度
は
、
建
設
改
良
工
事
と
し
て
事
業
費
二
億
五

千
二
百
九
十
六
万
六
千
円
を
計
画
し
て

い
ま
す
が
、
九
月
末
ま
で
に
主
な
も
の

と
し
て
、
次
の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し

た。O
県
道
魚
津
生
地
入
善
線
外

1
線
配

水
管
布
設
工
事

三
二
、

0
0
0千
円

。
印
田
配
水
池
場
内
整
備
工
事

一
三
、
五

O
O千
円

O
市
道
石
垣
大
谷
線
送
配
水
管
布
設
工

事

一

O
、七

O
O千
円

O
印
田
配
水
池
自
動
水
位
調
整
弁
設
置

工

事

一

四

、

九

O
O千
円

。
横
枕
浄
水
場
ポ
ン
プ
滅
菌
、
電
気
計

装
設
備
工
事
五
一
、
五

O
O千
円

。
高
区
第
一
配
水
池
ポ
ン
プ
、
電
気
計

装
テ
レ
メ
ー
タ

l
設
備
工
事

三

O
、
三

O
O千
円

積
雪
期
のメ

ー
タ
ー
検
針

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
二
か
月
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す

が
、
冬
期
間
積
雪
の
た
め
検
針
で
き
な

い
と
き
は
、
水
道
料
金
の
算
定
を
前
回

の
使
用
量
を
掛
酌
し
、
料
金
を
納
め
て

い
た
だ
き
、
次
回
に
検
針
で
き
た
と
き

に
料
金
の
精
算
を
し
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

漏
水
に
注
意
/

メ
ー
タ
ー
器
で
点
検
を

最
近
、
給
水
管
の
老
朽
化
な
ど
の
原

因
に
よ
る
漏
水
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

検
針
は
二
か
月
に
一
度
の
た
め
検
針
時

に
漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に
は
、
平

常
の
何
倍
も
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
漏
水
を
早
く

発
見
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
よ
り
各
家

庭
で
、
家
の
中
の
蛇
口
を
締
め
て
、
メ

ー
タ
ー
器
の
赤
い
針
が
回
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し

針
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
水
道
局
か
水
道
工
事
指
定

庖
に
連
絡
し
て
修
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
修
理
費
は
利
用
者
負
担
で
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

水
道
管
に
も冬

じ
た
く
を
/

。
水
道
管
や
蛇
口
の
破
裂
に
注
意

気
温
が
氷
点
下
に
な
り
ま
す
と
、

水
道
が
凍
っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら
、
水

道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
風
あ

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

や
蛇
口
は
、
保
温
材
を
取
り
付
け
、
水

道
の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、っ。。
水
導
官
が
破
裂
し
た
と
き

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ

l
プ
を
し

っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

の
パ
ル
プ
を
締
め
、
指
定
工
事
出
へ
連

絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

。

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と

か
し
ま
す
。
じ
か
に
熱
湯
を
か
け
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

(6) 
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ン

タ

ー

高
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@
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宮
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吉
枝
管
工
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工
業
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文
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中
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二
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萎
肇

58年度末の住民基本台帳人口は、50，115人て;'，58年度

一般会計歳出決算額は、 98億3，960万7千円、このうち人

件費は、23億4，740万5千円で23.9ノマ一セントとなってい

ます。 59年 4月1日現在の給与等の内容は、次表のとお

りです。

市
に
は
現
在
五
五
六
戸
の
市
営
住
宅

が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
昨
尻
新
た
に
十
六

戸
の
住
宅
を
六
郎
丸
地
内
に
建
設
中
で

す。

な
お
、
入
居
希
望
者
の
募
集
に
つ
い

て
は
来
年
一
月
中
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
建
築
住

宅
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

企建設中の六郎丸団地2号棟

E円
附近見取図

サン ルームハルコニー

魚
津
市
で
は
、
市
内
に
居
住
す
る

ω歳
以
上
の
老
人
と
同
居
す
る
世
帯

主
が
、
当
該
老
人
の
た
め
の
専
用
居

室
を
増

・
改
築
す
る
場
合
、
当
該
専

用
居
室
に
要
す
る
資
金
の
貸
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
限
度
額

1
世
帯
卯
万
円
以
内

貸

付

利

率

年

5
%

償

還

方
法

元
利
均
等
月
賦
償
還

償

還

期
限

叩
年
以
内

連
帯
保
証
人

市
内
に
住
所
を
有
す

る
連
帯
保
証
人
2
人
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図面平

区分 魚、 i掌 市 国家公務 員

期
<58年度支給割合〉 <58年度支給割合〉

米 期末 勤勉 期末 勤勉

勤
6月期1.4か月分 0.5か月分 6月期 1.4か月分 0.5か月分

勉 12月期1.9か月分 0.6か月分 12月期1.9か月分 0.6か月分

手 3月期 0.5か月分 一月分 3月期 0.5か月分 一月分
当

計 3.8か月分1.1か月分 計 3.8か月分1.1か月分

退
支給率自己都合 勧奨 支給率自己都合 勧奨

1絞
最高限度額 60.0か月分 63.525か月分 最高限度額 60.0か月分 63.525か月分

手
勤続20年 21.0か月分 28.875か月分 勤続20年 21.0か月分 28.875か月分

勤続30年 41.25か月分 54.45か月分 勤続30年 41.25か月分 54.45か月分
当

勤続35年 48.125か月分 63.525か月分 勤続35年 48.125か月分 63.525か月分

-職員手当の状況

老
人
居
室
整
備
資
金
の

貸
付
け
に
つ
い
て

特別職の報酬等の状況は、「特別職報酬等審議会」の答

申に基づいて条例で定められ、 59年12月1日現在の特別

職の給料月額は、市長62万円 助役51万円、収入役47万

円で、市議会議員の報酬月額は、議長27万円、副議長24

万円、議員21万円となっています。また、特別職に対す

る手当は、期末手当として年間 3.8か月分が支給きれて

います。

(7) 
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今
年
も
ロ
月
刊
日
か
ら
印
年
1
月
叩
固
ま
で
の
一
か
月
間
、
北
陸
三
県
統
一

の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
酒
を
飲
む
機
会
も
増
え
ま
す
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
や
路
面
凍
結
に
よ
る
事
故
も
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。

正
し
い
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ
l
で
、
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

-
運
動
の
重
点

ω各
{
丞
胞
で
飲
酒
運
転
を
な
く
す
る
話

ω飲
酒

・
暴
走
運
転
の
防
止
。

し
合
い
を
す
る
。

ω積
雪
や
凍
結
時
の
交
通
事
故
防
止
。

か
の
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

・
乗
る
な
ら

ωシ
ー
ト
ベ
ル
ト

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
飲
ま
な
い

・
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な

の
推
進
。

い
。
の
徹
馬

-
具
体
的
な
運
動
の
す
す
め
方
・
冬
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

ω飲
酒
運
転
を
助
長
す
る
悪
習
慣
を
あ

ω積
雪
時
や
凍
結
時
に
は
特
に
路
上
で

ら

た

め

る

。

の

駐

車

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

二

/
け

/
/

ふ

弘

一
一

t
ω除
排
雪
の
年
末
に
は
協
力
し
、
道
路

~
一
一
ー
し

!
，

Am創
一
一
一W

を
広
く
と
り
、
安
全
利
用
に
つ
と
め

-

転

A
gy
d一一U

ま
し
ょ
う
。

一

一誠

一、

襲

撃

J
2の
積
雪
凍
結
な
ど
の
路
面
で
は
、

一
一
一
白川

河

1
4凶
頃
1
皆

川

タ
イ
ヤ
の
グ
リ
ッ
プ
が
失
わ
れ
や
す

一
一
一一
/
伊

織

協

刻

一

一
一
く
、
そ
れ
だ
け
に
事
故
発
生
の
危
険

一

一
/

じ

、
J
Y

、
ふ
品
州
一↑

-

性
が
増
大
し
ま
す
。

一

一一
仁

に

山

YX
礼

ω一一

一

一
元
l

r

¥

U¥
減
配
一一
ん

万
一
の
事
故
に
備
え
て
よ
l
ト

-
K
H湘
F
Aに
応

凶

一一
一

ベ
ル
ト
。
を
か
な
ら
ず
着
用
す
る
よ

一
町
村

-引

A
「対

一一

一

一回
一
則
"とい・
一
心
ヤ
¥
』
一川

『

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一

♂

綿

々

刈

D
ぺ

誌

に
げ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
れ

一

-

』

a
-1
¥
¥ノ
応
必
d
u唱

f

一

↑
¥
¥
ム

γ
¥
d
mポ
ぷ
悼
/
一

ば
、
よ
ほ
ど
の
事
故
で
な
い
限
り
死

、

j
s
a

に
至
り
ま
せ
ん
し
、
ケ
ガ
の
程
度
も

h
p
同
乗
者
は
、
「
お
客
さ
ん
」
で
は
な
い
。

L

軽
く
て
す
み
ま
す
。

運
転
者
の
監
視
役
で
あ
る
と
共
に
、
有

能
な
助
手
に
な
っ
て
安
全
運
転
の
手
助
・
凍
結
道
路
で
の
事
故

け
を
し
ま
し
ょ
う
。

凍

結

道

路

で

の

連

続

進

行

は

玉

突

き

追
突
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
で
き
る
だ
け
車

間
距
離
を
十
分
に
と
り
ス
ピ
ー
ド
を
ひ

か
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
見
通
し

の
悪
い
カ
ー
ブ
や
急
な
下
り
坂
の
カ
ー

ブ
地
点
、
急
な
坂
道
な
ど
日
陰
や
橋
の

上
な
ど
は
十
分
に
減
速
す
る
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

気
を
付
け
よ
う

自
転
車
利
用
と

交
通
事
故
防
止

最
近
は
ニ
丞
挺
に
一
台
の
割
合
で
自

転
車
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
自
転
車
は
私
達
に
と

っ
て
、
手
軽
で
健
康
的
で
大
変
便
利
な

乗
物
で
す
が
、
交
通
量
の
多
い
道
路
な

ど
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
安
全
な
乗
物

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

自
転
車
に
乗
る
場
合
い
つ
も
、
歩
行

者
や
自
動
車
な
ど
が
通
行
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
、
自
転
車
も
交
通
の
安
全
を

守
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

交
通
の
安
全
の
基
本
は
、

一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
の
生
命
と
、
他
人
の
生
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

道
路
を
利
用
す
る
総
て
の
人
が
き
め

ら
れ
た
規
則
を
守
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
こ
と
が
第
一
の
原
則
で
す
。

今
年
は
過
去
に
な
い
自
転
車
利
用
者

の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
特
に
市
内
の
中

・
高
校
生
の
自
転

車
マ
ナ
ー
が
乱
れ
、
市
民
か
ら
批
判
の

声
が
出
て
お
り
ま
す
。

危ない乗り方
自
転
車
で
の
通
学
生
は
、
特
に
次
の

こ
と
を
守
り
、
自
分
の
安
全
を
守
る
と

と
も
に
、
他
の
交
通
に
迷
恐
を
か
け
な

い
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

@
道
路
の
左
側
を

一
列
に
通
行
し
、
交

差
点
で
は
必
ら
ず
止
ま
っ
て
安
全
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

(
話
し
な
が
ら
の
併
列
進
行
は
、
最

も
危
険
で
す
。)

@
雨、

雪
の
と
き
は
、
傘
さ
し
乗
車
は

大
変
危
険
で
す
。

@
二
人
乗
り
は
絶
対
に
や
め
ま
し
さ
つ
。

(
自
転
車
が
不
安
定
と
な
り
、
自
動

車
と
接
触
し
交
通
事
故
を
招
く
怖
れ

が
あ
り
ま
す
。)

。
夜
間
は
灯
火
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

(
黒
い
服
装
で
特
に
無
灯
火
の
自
転

車
に
乗
る
と
車
か
ら
の
発
見
が
お
く

れ
非
常
に
危
険
で
す
。)

手ぱなし並進二人乗り

雪
国
個
目
印
肉

0
9
月
初
日
株
式
会
社
丸
八
か
ら
、

社
の
創
立
初
周
年
を
-
記
念
し
て
、

次
の
と
お
り
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

交
通
安
全
対
策
事
業
費
に
対
し
て
、

.
五
十
万
円

消
防
業
務
に
対
し
て
、

.
五
十
万
円

O
魚
津
市
大
海
寺
野
、
石
崎
産
業
株

式
会
社
社
長
石
崎
由
夫
氏
が
交
通

安
全
功
労
者
と
し
て
総
務
庁
長
官

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
記
念
と
し
て

次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー
の
交
通
安

全
活
動
費
に
対
し
て
、

・
五
万
円

市
交
通
安
全
対
策
費
に
対
し
て
、

.
五
万
円

昨年に比較すると件数は減少しておりますが、県内

の人口密度から比較すると増加しています。一人ひ

とりが注意をし悲惨な交通事故をなくしましょう 。

(8) 
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年
末
年
始
の
ゴ
ミ
、
し
尿
等
の

収
集
計
画
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
聞
の
ゴ
ミ
な
ど
の
収
集
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。
明

る
い
新
春
を
迎
え
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
一
引
刻
刈
引
制
州
制
刈
刈
引
制

MM4

で
は
、
ロ
月
初
日
側
の
午
前
中
ま
で

一

一一発
米
中…年
磁
の
ぎ
…ミ
…収
集
震
…一

回
以
W凶
い間
同
日
い
い
川
N
m闘
い

般

ゴ

ミ
の
持
込
み
を
受
付
け
し
ま
す

0

・
年
末
は
ロ
月
初
日
ま
で
収
集
い
た
し
ま
た
、
不
燃
物
の
下
椿
最
終
処
分
場

ま

す

が

、

へ

の

持

込

み

も

ロ

月

初

日

側

の

午

前

中

ロ
月
却
日
出
ま
で
は
、
平
常
ど
お
り
ま
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

(
こ
の
場

の

収

集

と

し

、

合

無

料

で

す

。)

ロ
月
初
日
側
は
、
ロ
月
引
日
閣
の
収
冬
期
間
中
は
次
の
こ
と
に
ご
協
力
〈

集
予
定
地
域
の
繰
上
げ
収
集
と
し
ま

だ
さ
い
。

す。

ωゴ
ミ
は
、

可
燃
物
と
不
燃
物
に
区
分

※
ロ
月
白
日
開
か
ら
1
月
3
日
附
ま
で
し
、
そ
れ
ぞ
れ
日
程
(
決
め
ら
れ
た

は
ゴ

ミ
収
集
し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
日
)
に
し
た
が
っ
て
、
朝
8
時
ま
で

く

だ

さ

い

。

に

出

し

て

く

だ

さ

い

0

・
年
末
の
一
般
ゴ
ミ

(
可
燃
物
)
の
持
前
日
に
出
さ
ぬ
よ
う
、
特
に
お
願
い

込

み

(

有

料

)

し

ま

す

。

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(ゴ
ミ
焼
却
場

)
ω
ゴ
ミ
は
、
雪
や
雨
が
入
ら
な
い
よ
う

ゴ
ミ
袋
又
は
容
器
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ωゴ
ミ
収
集
車
の
車
幅
は
、
乗
用
車
よ

り
広
い
の
で
、
車
が
通
り
や
す
い
よ

う
に
、
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

ω降
雪
等
の
た
め
、
ゴ
ミ
集
積
場
の
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。

一ハ………
無
数
彼
等
裁
の
…………………………………
一

一……………………
む
絞
殺
絞
殺
獄
瀬
戸

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
し
尿
処
理
場
)

で
は
、
ロ
月
訂
日
間
か
ら
1
月
6
日
ま

で
の
問
、
整
備
を
か
ね
て
運
転
を
休
止

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一句とは 固ま者 戸市市1 ごし し
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了
承
く
だ
さ
い

0

・
し
尿
く
み
取
り
申
込
は

闘
魚
津
環
境
衛
生

宮
②
3
3
3
1
へ
ど
う
ぞ
。

冬
期
間
中
は
次
の
-
-
と
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ω降
雪
等
に
よ
り
、
く
み
取
り
作
業
が

大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ωく
み
取
り
車
の
運
行
に
支
障
の
な
い

ょ
う
、
道
路
ゃ
く
み
取
り
口
の
除
雪

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

(9) 
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ま
た
、
雪
の
降
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
道
路
の
除
雪
に
万

全
を
期
し
市
民
の
生
活
に
悪
い
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

ド
カ
雪
が
降
っ
た
場
合
、
一
度
に
手
の
ま
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
年
も
、
町
内
や
地
区
全
体
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
市
道
除
雪
計
画

市
で
は
、
雪
量
観
測
点
で
の
新
し
い

積
雪
量
が
叩
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
る
と
、
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め

除
雪
を
始
め
ま
す
。

除
雪
計
画
路
線
は
、
交
通
量
を
基
準

と
し
、
道
路
構
造
及
び
路
線
の
性
格
を

勘
案
し
な
が
ら
、
第
一
種
、
第
二
種
、

第
三
種
に
区
分
し
、
第
一
種
か
ら
順
次

除
雪
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
種
は
、
パ
ス
運
行
路
線
。

第
二
種
は
、
主
に
通
勤
、
通
学
等
市

民
生
活
に
密
接
な
路
線
。

第
三
種
は
、
比
較
的
交
通
量
の
多
い

路
線
と
し
ま
す
。

除
雪
は
、
市
除
雪
車
の
ほ
か
民
間
の

建
設
機
械
を
借
り
て
実
施
し
ま
す
が
、

道
幅
の
狭
い
市
道
で
除
雪
車
の
入
ら
な

い
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

所
は
関
係
地
区
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
路
上
に
障
害
物
を

絶
対
に
置
か
な
い
よ
う
に
ノ

除
雪
作
業
中
、
最
も
困
る
の
は
、
車

等
の
路
上
障
害
物
で
す
。
除
雪
作
業
上

は
勿
論
の
こ
と
、
交
通
渋
滞
や
事
故
を

誘
発
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
路
上
に
車
等
の
障
害
物
は
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

道
路
に
面
し
た
塀
や
植
木
等
が
雪
に

埋
ま
っ
て
い
る
と
、
除
雪
の
際
に
破
損

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
わ
れ

や
す
い
物
に
は
、
竹
ざ
お
に
赤
い
布
を

つ
け
て
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
車
が
通
過
す
る
と
き
に
、
家
や

車
庫
の
出
入
口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
限
ら
れ
た
車
両
で
広
範
囲
の

除
雪
を
し
て
お
り
手
が
ま
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
各
戸
で
取
り
除
く
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

-
「雪
お
ろ
し
」
と
道
路
の

除
雪
に
ご
協
力
を
グ

老
人
や
子
供
を
積
雪
の
危
険
か
ら
守

り
、
さ
ら
に
家
屋
の
安
全
と
火
災
の
予

防
の
た
め
、
各
地
区
民
生
委
員
を
通
じ

区
長
さ
ん
方
に
次
の
よ
う
な
世
帯
に
つ

い
て
除
雪
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町

内
ぐ
る
み
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
生
活
保
護
世
帯

②
一
人
暮
し
老
人
世
帯
(
臼
歳
以
上
)

③
二
人
暮
し
老
人
夫
婦
世
帯
(
臼
歳
以

上
)

④
母
子
世
帯
(
母
と
日
歳
未
満
の
子
供

の
い
る
世
帯
又
は
母
が
重
度
の
身
体

障
害
者
の
世
帯
)

⑤
世
帯
主
が
重
度
の
身
体
障
害
者
で
あ

る
世
帯
(
身
障
手
帳
1
1
2
級
)

⑥
老
人
と
小
学
生
の
孫
か
ら
な
る
世
帯

又
は
老
人
と
日
歳
未
満
の
女
子
か
ら

な
る
世
帯

⑦
世
帯
主
(
主
に
邸
歳
以
下
の
男
性
)

が
長
期
療
養
入
院
中
の
世
帯

-
雪
の
後
仕
末

路
上
へ
雪
を
お
ろ
し
た
場
合
は
、
消

防
車
や
ゴ
ミ
収
集
車
等
が
通
れ
る
よ
う

す
ぐ
後
仕
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
作
業

中
、
竹
ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
て
表
示

し
、
使
用
後
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
は

必
ず
キ
チ
ン
と
し
め
て
く
だ
さ
い
。

雪
を
路
上
に
ま
き
散
ら
す
と
、
交
通

事
故
が
発
生
す
る
虞
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
絶
対
に
ま
き
散
ら
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雪
捨
て
場
は
、
角
川
と
し
ま

す。
除
雪
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

建
設
課
内
線
2
7
6
番
へ
ど
う
ぞ
。

-
雪
に
な
じ
み

雪
の
事
故
ゼ
ロ
を

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
白
銀
の
世
界
、

家
中
で
ス
コ
ッ
プ
を
持
ち
、
額
に
汗
す

る
の
は
心
地
よ
い
も
の
で
す
。

玄
関
ま
で
の
通
路
や
前
道
路
等
は
、

路
面
ま
で
キ
チ
ン
と
除
雪
し
て
、
凍
結

時
に
転
倒
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。ち
な
み
に
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
雪
に
関

す
る
事
故
は
初
名
余
に
も
な
り
ま
す
。

-
国
鉄
か
ら
の
お
願
い

。。

踏
切
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

1

踏
切
付
近
に
雪
を
積
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。

2

踏
切
で
は
、
ま
ず
止
っ
て
、
左
右

の
安
全
を
確
認
し
、
向
い
側
に
自
分

の
車
の
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
て
か
ら
発

進
し
ま
し
ょ
う
。

3

踏
切
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、

ω
す
ぐ
に
非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
。

ω
非
常
ボ
タ
ン
の
な
い
所
で
は
、

発
煙
筒
や
赤
色
旗
(
灯
)
な
ど
を

円
形
に
振
っ
て
列
車
を
止
め
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
非
常
ボ
タ
ン
を
使
用
し

た
ら
近
く
の
駅
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

-
北
電
か
ら
の
お
願
い

雪
お
ろ
し
に
は
引
込
線
の
断
線
に
、

除
雪
の
際
に
は
支
線
の
断
線
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

漏
電
|
火
災
|
樹
木
と
電
線
の
接
触

や
枝
の
垂
れ
下
り
な
ど
に
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

電
気
が
切
れ
た
場
合
以
、
北
陸
電
力

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

宮

@
1
4
0
0

-
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

年
賀
状
等
の
配
達
に
つ
い
て
は
、
受

箱
ま
で
の
除
雪
を
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
飼
犬
等
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。



昭和59年12月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
聞
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
刊
歳
か
ら
の
健
康
管
理
、
一
口
医
学
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

川
刊
歳
か
ら
の
健
康
管
理

自
分
で
で
き
る

セ
ル
フ
・
イ
ナ
エ
ツ
ク

固

ま
し、

固
ま
い
を
訴
え
る
人
は
次
の
こ
と
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

①
急
に
お
こ
っ
た
か
。

@
校
て
い
て
も
お
こ
る
か
。

③
か
ら
だ
の
だ
る
さ

(け
ん
怠
感
)
を

伴
う
か
。

④
頭
痛
を
伴
う
か
。

⑤
急
に
立
ち
上
が
っ
た
と
き
だ
け
お
こ

る
か
。

⑥
妊
娠
と
関
係
す
る
か
。

ア
・
ド
・
パ
・
イ
・
ス

固
ま
い
に
は
次
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。

①
メ
ニ
エ
ー
ル
病
(
耳
の
中
に
あ
る
平

衡
神
経
の
病
気
)。

mX負
血
。

③
起
立
性
低
血
圧
症
。

④
妊
娠
初
期
。

⑤
高
血
圧
、
一
過
性
の
脳
の
虚
血

(脳

卒
中
の
前
ぶ
れ
)。

⑥
神
経
症
。

⑦
脳
腫
傷
。

急
に
固
ま
い
の
発
作
が
あ
り
、
む
か

つ
き
を
伴
い
、
目
を
開
け
て
い
ら
れ
な

い
と
か
、
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
と
も
頭
を

急
に
側
方
に
動
か
す
と
固
ま
い
が
ひ
ど

く
な
る
場
合
の
多
く
は
、
メ
ニ
エ
ー
ル

病
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
一

1

二
週
間
す
る
と
自
然
に
よ
く
な
る
の
で

危
険
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
目
の
か
す
み
)

一
番
多
い
の
は
白
内
障
と
い
う
目
の

病
気
で
す
。
年
配
に
な
る
と
、
だ
れ
に

も
お
こ
る
も
の
で
、
目
の
レ
ン
ズ

(水

晶
体
)
の
中
に
濁
り
が
で
き
る
病
気
で

す
。
進
行
す
る
と
物
が
見
え
な
く
な
り

ま
す
。
現
代
で
は
手
術
で
視
力
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
眼
底
の
網
膜
に
出
血
し
た
り

す
る
場
合
に
も
目
は
か
す
み
ま
す
。
睡

眠
不
足
が
続
い
た
り
、
暗
い
と
こ
ろ
で

長
時
間
読
書
す
る
よ
う
な
場
合
に
も
、

目
の
疲
労
の
た
め
に
目
が
か
す
み
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
A
が
不
足
し
て
も
、
目
が
疲

労
し
て
目
が
か
す
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

せ
き
・
た
ん

。
せ
き

か
ら
せ
き
、
た
ん
が
出
ず
に
せ
き
だ

け
出
る
の
は
、
の
ど
の
奥
な
ど
に
炎
症

が
で
き
て
い
が
ら
っ
ぽ
い
た
め
で
す
。

細
菌
や
ビ
ー
ル
ス
に
よ
る
炎
症
が
気

管
内
に
起
こ
る
と
、
た
い
て
い
は
せ
き

や
た
ん
が
出
ま
す
。

た
ん
は
出
な
い
で
、
胸
が
圧
迫
さ
れ

る
感
じ
が
し
た
り
、
深
い
息
が
し
に
く

く
な
っ
て
か
ら
せ
き
を
す
る
場
合
に
は
、

よ
く
肋
膜
腔
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
結
核
性
肋
膜
炎
ゃ
が

ん
の
肋
膜
転
移
に
よ
る
も
の
や
、
心
不

全
が
進
ん
で
肋
膜
に
水
が
た
ま
る
の
で

す
が
、
診
察
を
受
け
て
処
置
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
百
日
ぜ
き
、
コ
ン
コ
ン
コ

ン
と
か
ん
高
い
せ
き
が
続
き
、
そ
の
あ

と
ヒ

l
ッ
と
ひ
と
息
長
く
吸
い
こ
む
よ

う
な
発
作
が
お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
・
ド
・
パ
・
イ
・
ス

慢
性
気
管
支
炎
の
人
は
、
し
ょ
っ
中

せ
き
や
た
ん
が
出
ま
す
。
空
気
の
汚
れ

た
場
所
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
タ
バ
コ

を
す
っ
て
い
る
人
は
、
く
す
り
を
飲
ん

で
も
な
か
な
か
治
り
に
く
い
も
の
で
す
。

O
た
ん

た
ん
が
出
る
の
は
、
気
管
支
に
炎
症

が
お
き
、
粘
膜
か
ら
粘
液
が
分
泌
さ
れ

る
か
ら
で
す
。
粘
液
に
は
、
細
菌
と
の

闘
い
で
死
ん
だ
白
血
球
の
残
が
い
が
混

じ
り
、
そ
れ
が
多
い
と
膿

(う
み
)
の

よ
う
に
見
え
た
り
し
ま
す
。
と
き
に
は

血
液
も
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
ね
ば
り
の

あ
る
た
ん
は
切
れ
に
く
く
、
無
理
に
出

そ
う
と
激
し
い
せ
き
を
す
る
た
め
、
粘

膜
に
傷
が
で
き
て
出
血
す
る
か
ら
で
す

0

・
蓄
膿
症
の
場
合

蓄
膿
症
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
寝
て
い

胆
石
症
の
発
作

肝
臓
か
ら
排
出
さ
れ
る
胆
汁
が
、

な
に
か
の
き
っ
か
け
で
化
学
変
化
を

お
こ
し
、
石
状
に
な
っ
て
胆
管
や
胆

の
う
に
た
ま
る
の
が
胆
石
。
胆
石
が

あ
っ
て
も
無
症
状
の
場
合
も
あ
り
、

こ
れ
は

H

沈
黙
の
石
。
(サ
イ
レ
ン
ト
・

ス
ト
ー
ン
)
と
い
わ
れ
ま
す
。

胆
石
症
の
発
作
は
、
夕
食
後
数
時

間
後
に
お
こ
る
こ
と
が
多
く
、
右
上

腹
部
の
激
し
い
痛
み
が
特
徴
的
で
、

吐
き
気
を
と
も
な
い
、
冷
や
汗
を
か

い
た
り
、
ふ
る
え
が
き
た
り
、
熱
の

出
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
胃
け
い
れ

る
あ
い
だ
に
鼻
腔
の
中
の
膿
が
気
管
支

に
落
ち
こ
ん
で
、
い
つ
も
気
管
支
が
細

菌
で
侵
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

気
管

支
拡
張
症
を
併
発
し
や
す
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

-
心
臓
に
異
常
が
あ
る
の
で
は

心
臓
弁
膜
症
や
、
そ
の
他
心
臓
の
悪

い
人
の
場
合
に
も
、
無
理
を
す
る
と
肺

が
う
っ
血
し
て
血
た
ん
や
せ
き
を
出
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
・
ド
・
パ
・
イ
・
ス

血
た
ん
な
ど
が
混
ざ
っ
た
場
合
に
は

一
応
肺
が
ん
も
疑
っ
て
た
ん
か
ら
が
ん

細
胞
の
有
無
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
と
く
に
一
日
二
十
本
以
上

タ
バ
コ
を
す
う
人
は
早
く
診
察
を
受
け

る
べ
き
で
す
。

ん
と
思
わ
れ
て
い
る
も
の
の
な
か
に

一一

胆
石
症
の
隠
れ
て
い
る
場
合
が
よ
く

一

あ
る
の
で
、
た
び
た
び
発
作
を
お
こ

一一

す
人
は
、
胆
の
う
の
X
線
検
査
を
受
…

け
て
く
だ
さ
い
。

一一

胆
石
症
の
発
作
は
、
ケ
イ
レ
ン
を

一一

し
ず
め
る
薬
物
と
抗
生
物
質
で
多
く
一

は
軽
快
し
、
必
ず
し
も
手
術
を
す
る

一一

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
発

一一

作
を
繰
り
返
す
と
き
や
胆
石
が
次
第

一

に
大
き
く
な
っ
た
り
、
胆
の
う
の
形

一一

が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
と
き
は
、

一一

早
め
に
手
術
を
受
け
た
方
が
よ
い
で

一一

し
よ
う
。

一

一

日
常
の
注
意
と
し
て
は
、
動
物
性

一一

脂
肪
を
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
一

こ
と
、
便
秘
し
な
い
こ
と
も
大
切
で

一一

す
。

一一。1)
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シ
リ
ー
ズ
最
後
と
し
て
、
今
回
は
富

山
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
制
度
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

信
用
保
証
協
会
は
、
国
及
び
県
な
ど

か
ら
資
金
が
導
入
さ
れ
て
い
る
公
共
機

関
で
す
。

保
証
協
会
が
保
証
す
る
中
小
企
業
者

向
け
の
貸
付
制
度
は
、
市
を
窓
口
と
し

て
い
る
小
口
事
業
資
金
、
独
立
開
業
資

金
を
初
め
各
金
融
機
関
や
商
工
会
議
所

を
窓
口
と
し
て
約
二
十
五
種
も
あ
り
ま

す。
信
用
保
証
制
度
と
は
、
中
小
企
業
者

が
金
融
機
関
か
ら
各
種
の
融
資
を
受
け

る
場
合
、
金
融
機
関
に
対
し
て
中
小
企

業
者
の
信
用
を
保
証
す
る
こ
と
で
す
。

万
一
、
何
ら
か
の
事
情
で
お
金
が
返
せ

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
保
証
協
会
が
中

小
企
業
者
に
代
っ
て
返
済
し
ま
す
。
そ

小
口
事
業
資
金
及
び
独
立
開
業
資
一

一
金
の
融
資
利
率
が
日
月
初
日
か
ら
次
一

一
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
前

6

・
5
%

改
定
後

6
・
2
%

一

の
後
、
中
小
企
業
者
は
企
業
経
営
の
立

ち
直
り
を
相
談
し
な
が
ら
、
保
証
協
会

に
返
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

富
山
県
内
の

最
低
賃
金
に
つ
い
て

富
山
県
内
の
最
低
賃
金
の
一
部
が
次

の
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
各

業
種
間
で
、

一
部
取
扱
い
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
魚
津
労
働
基
準

監
督
署
(
宮
②
0
5
7
9
)ま
で
。

最低賃金の件名
最低賃金額

適周年月日
日 額時間額

富 山県最低 賃金
円 内

3，277 410 59. 10 3 

食料品製造業 3，647 456 59. 1l. 26 

木村.木製品.家具等製造業 3，728 466 59. 1l. 28 

パルプ.紙.紙加品製造業 3，745 469 
59. 12. 7 
からの予定

出版 印刷業 3，696 462 59. 12. 29 

却売業 . 小 売業 3，585 449 59. l. 19 

機械金属製品等製造業 3，736 467 59. l. 27 

電気機械器具製造業 3，380 423 59. l. 27 

自動車整備業 3，662 458 59 l. 27 

繊 キ佐 産 業 3，374 422 59 l. 21 

富山県内の最低賃金

整番理号 募集職種 年齢 性別 貨 金 地区 人員 資そ格の経験他

1 建築塗装工 18-40 男 14-27 声高 北鬼江 3 普 免

2 機作械業据付貝 20-45 男 15.5-18.5 上村木 3 普免.高卒

3 技技術術者見及習び 18-35 男 9 -15 六郎丸 1 普(電免気.又高は卒機械以斜上) 

4 製缶工 18-55 男 12.5-20 三 ケ 5 不 問

5 配(営送業貝) 18-35 男 13.785-15.387 上村木 2 普 免

6 客室割高係 25-45 女 4.5-5 駅前新町 2 ノfート不問

7 介助者 30-55 女・ 9.5 鴨川町 3 不 問

8 製 造 工 18-40 女 9.117 上村木 3 不 問

9 配達販売 25-50 女 10-1l.5 富津 2 普 免

10 弘拝よ20-35 女 9.5-10 並木町 3 l年以上

く求人情報〉早急に人を求めています.グ

く求職情報〉

整番理号 希望職種 年齢 性別 希抗望金 経験等 学歴 資 格

事 務 員 26 男 13 販売 3 年 大 卒 普免珠算1級

2 建築技術者 37 男 20 施 工 5年 大 卒 普2級免施2級工建管理築.士士

3 営業員 32 男 18 営作業成 図12年画 高卒 普 免

4 T修E気理機工総 52 男 15 T修E気理製I!品4販売年 高小半 普 免

5 生産技能工 25 男 12 ダクト工事1年 大半 I目t 免

6 庖 員 25 女 12 府 員 6 年 高卒 普 免

7 庖 員 36 女 10-15 庖長 7年 学各校種卒 普 免

8 営業員 46 女 20 営-業 2年 高卒 :

9 衣料品!古員 21 女 9 受付.3年 高等: 普 免

10 事 務 員 34 女 9-10 事務 7年 高卒 普免珠算3級

緊急に職を探しています.グ

l.アルバイト、パートタイマ一、臨時労働者もすべてこの最低

賃金が適用されます。

2.詳細は、魚津労働基準民督署へおたずねください。

(12) 

魚
津
市
中
小
企
業

優
良
モ
デ
ル
工
場
の
指
定

※ くわしいことは 、f!.;1、押.公共職業安定所

<H24-0365>へお問い合わせくださし、。

市
で
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を
効
果

的
に
促
進
す
る
た
め
、
経
営
の
合
理
化
、

近
代
化
に
著
し
く
効
果
を
あ
げ
た
中
小

企
業
者
又
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
小
企
業
者
を
、
優
良
モ
デ
ル
工
場

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
優
良
モ
デ
ル
工
場
と
し
て

次
の
工
場
を
、
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
第
3
号

魚
津
市
吉
野
六
七
五

株
式
会
社
伊
東
製
作
所

(代
表
取
締
役
伊
東
紀

こ

昭
和
四
十
六
年
創
立

資
本
金
一
千
万
円

従
業
員

五
十
三
人

精
密
金
属
加
工
業

指
定
年
月
日
昭
和
白
年
叩
月
お
目

指
定
期
間
指
定
の
日
か
ら
2
年
間
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み
ん
砲
の

ま。描

E
V

冬
に
鍛
え
る

体
育
協
会
及
び
教
育
委
員
会
で
は
、

特
に
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
期
間

に
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
身
心
と
も

に
鍛
え
、
冬
将
軍
に
敗
け
な
い
楽
し
い

日
々
を
過
ご
す
た
め
、
多
種
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

市
民
各
層
か
ら
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

V
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

大会ン パンミドト 韓合体育館 会 球市民卓大
ンント 市民ハ

技会会瞳キス1休育市民大

カツ 市サ
競会技体県ス 梅大会 草市卓草

テ水泳 第 大
ノて 5 

大会|サロン ル フスエ年新回
iコス』

大会 ミド キ
名

AM (日)月3 AM(日)月3 AM(日)2 AM (日)月2 AM(臼)月1 
217月1 

AM(日)月1 AM(日)1 
と

時9 10 時9 3 時91 2月日4 時91 日3 時9 27 
日2日6 

時9 13 時9 1月3 
き1 日 1 日 1 日 1 日 i 日

全般 市民 上生以学中 般全市民 般全 市民 般全民県 一 般全 市民 対象般 般

館 総合体育 館韓産育 館 韓合体育
場l大谷

館 韓合体育
キ夢

館 体蛇合育 プルl室E水内E 
と

ス
場lσ平コ 」ヲ

キ ス ろ

V
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

教室シユ市民
検定合'" キス

I 教室 市民
教室ン パンミド 嘩市民卓

教

テフ

能技

~ス 室
ニレ ツキ

名スツ ア| ト ・

日 I 1 AM (FI) 2 1月3 C 1 B 1 A 日 I 12 
と

3 月 1時0 月 3 コ 月 コ 月 コ 2 月
月 23 10 日 1 I 27 I 20 I 月 12

き
13 日 日 日 ス 日 ス 日 ス 27日

年1士 企人億 般全 市民 上以般- 全般 市民 上以 一般 対象

盤 輯合体育
場l 大谷

場スキl 志賀商原

スわ 場|大谷
館 総合体育

と
キら 、ヲー

ス
場l平lf ス

キ キ ろ

E
E
C
-

-m
一

ボ

!

ル

リ

l
グ

市

一

女

子

魚

津

大

会

マ

と

き

マ
と
こ
ろ

マ

時

間

ロ
月
刊
日
制

魚
津
市
総
合
体
育
館

開
場
1
午
前
叩
時

第
1
試
合
i

午
前
日
時
開
始

総
合
体
育
館
の

休
館
に
つ
い
て

年
末

・
年
始
は
次
の
よ
う
に
特
別

休
館
し
ま
す
。

-
特
別
休
館
日

ほ
月
白
日
出
か
ら

l
月
3
日
同
ま
で

た
だ
し
、
ロ
月
刊
ω
日
附
は
、
午
後
5

時
で
閉
館
に
な
り
ま
す
。
(
室
内
プ
ー

ル
は
、
午
前
日
時
i
午
後
5
時
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
年
始
は
、
温
水
の
加
熱

の
た
め
1
月
5
日
よ
り
開
館
し
ま
す
。)

V
学
校
体
育
施
設
開
放
の
休
止

年
末

・
年
始
の
学
校
体
育
施
設
開

校
は
次
の
期
間
を
休
止
し
ま
す
。

ロ
月
お
日
倒
i
1月
4
日
倒
ま
で

マ
対
戦
力
l
ド

・
第
1
試
合

目
立
対
富
士
フ
ィ
ル
ム

.
第
2
試
合

イ
ト

l
ヨ
l
カ
ド

l

対
日
本
電
気

マ
入
場
料
二
般
券
二
、
五

O
O円

・
小
・中
学
生
及
び
高
校

生
券
(
た
だ
し
、
2
階

走
路
席
に
限
り
有
効
)

一、

0
0
0円

※

2
階
走
路
席
以
外
は
全

席
二
、
五

O
O円
で
す
。

マ
入
場
券
発
売
所

・
市
教
委
体
育
課

・
市
総
合
体
育
館

・
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
庖

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

車
球
教
室
開
催

⑥
ロ
月
ロ
日

-m日
・初
日

⑥
1
月
9
日
・お
日
・初
日

⑥
2
月
6
日
・日
日
・初
日

幻
日

毎
週
水
曜
日

・
叩
回
開
催

午
後
7
時
i

9
時

総
合
体
育
館

一
般

・
婦
人

・
壮
年

⑥
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
名

⑥

車

球

初

名

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

ま
す
。

無
料
(
た
だ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
料
一
、

0
0
0

円
と
入
館
料
が
必
要
で
す
句)

マ
申
込
み
方
法
ロ
月
日
日

ωま
で
に

総
合
体
育
館
へ
保
険
料
を

添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い。

岱
⑫

1
2
6
3

ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
対
整
官

マ

定

員

マ
受
講
料

マ
そ
の
他

V
ロ
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

16 9 2 2 1 と
日 日 日 日~日

き(口) (日) 0-1) (rl) 臼才

会リl本日 ケ市

新t雄1監大会也11 
ケポツト 韓合県男

指研雲導者 ツラプク 年魚障市少
ツス fr 

女子魚津グ大 ボルレl l 

ボト 少ポ
事

ダリi スルニ
大会ル 女パス

会大パス lポ 名

館 合体融育 館 合体肱育 館韓合体育 年町事 d師官泉p 

印
年
魚
津
市
成
人
式
の

開
催
に
つ
い
て

市
で
は
、
「
成
人
の
日
」
を
-
記
念
し
て

昭
和

ω年
1
月
日
日
、
午
前
叩
時
よ
り

魚
津
市
民
会
館
に
て
式
典
を
聞
き
、

ω

年
に
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
に
、

健
全
な
心
身
の
成
長
と
社
会
人
と
し
て

公
的
資
格
を
得
ら
れ
る
門
出
を
祝
福
し

ま
す
。

市
内
に
居
住
し
て
お
ら
れ
成
人
式
を

迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
に
は
、
年
賀
状

で
ま
企
内
を
差
し
あ
げ
ま
す
が
、
市
外
に

居
住
し
、
魚
津
市
で
成
人
式
を
挙
げ
た

い
方
は
、

日
年
ロ
月
初
日
ま
で
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

告
②

2
2
0
0
内
線
制

0
印
年
成
人
該
当
者

昭
和
ぬ
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

ω年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

(13) 
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読
書
は
新
し
い
発
見
の
旅
:
・
⑨

新

し

い

本

か

ら

〈
一
般
書
〉

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
避
け
て
通
れ
る
か

播

磨

捷

二

神
も
仏
も
な
い
も
の
か
け
増

原

良

彦

五
重
マ
ル
の
子
育
て
の
す
す
め

三

好

京

三

ス
ピ
ー
ド
メ
モ
法

中

根

康

雄

肩
こ
り
さ
よ
う
な
ら

石

田

肇

毒
物
雑
学
事
典

大

木

幸

介

お
も
ろ
い
人
や
な
あ

扇
谷
正
造
他

国
中
角
栄
の
知
恵
を
盗
め
/

小
林

吉

弥

反
則
す
れ
す
れ
夢
芝
居

村

松

友

視

売
れ
る
商
品
の
発
想
・
こ
二
が
違
う

中
田

信

哉

快
人
噺
家
十
五
面
相

境

田

昭

造

こ
ん
な
に
あ
る
加
島
の
効
用笠

原

寿

子

新
ぐ
い
呑
み
図
鑑

光
芸
出
版
編

女
の
ヒ
フ
は
老
化
し
な
い
戸

田

浄

〈
文
学
・
小
説
〉

は
な
子
さ
ん
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

如

月

小

春

私
は
い
つ
で
も
忙
し
い

宇

野

千

代

ト
ッ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル

黒

柳

徹

子

別
れ
の
余
韻

沢

地

久

枝

パ
l
ボ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト

沢
木
耕
太
郎

や

す

二

安
寿
子
の
靴

唐

十

郎

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
黒
い
溜
息小

峰

元

せ
.. 
と
う

青
轄
(
上
・
下
)

瀬
戸
内
晴
美

ど
さ
ん
こ
大
将
(
上
・
下
)
半

村

良

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間

ま
で
で
す
。

川
柳
教
室
の
開
催
に
つ
い
て

ロ
月
日
日

ω

午
後
1
時
却
分

i

3
時
却
分

魚
津
市
立
図
書
館

「締
切
り
」
「
風
邪
」

「
雑
詠
」

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く

だ
さ
氏
。

投
句
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

と

き

と
こ
ろ

兼

題
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

ロ
月
の
お
し
ら
せ

3
日
伺
え
い
が
会

リ
ス
の
パ
ナ

1

・4
じ
か
ら
4
じ
初
ぷ
ん
ま
で

げ
日
側
ク
リ
ス
マ
ス
ニ
ど
も
会

か
み
し
ば
い
、
ク
イ
ズ

え
い
が
・:
な
ど
な
ど

0

・3
じ
鈎
ぷ
ん
か
ら
、
4
じ
初

ぷ
ん
ま
で
。

※
い
ず
れ
も
、
と
し
よ
か
ん
視

聴
覚
室
で
。

『

all
-
11
1
1
1
1
i
n
v
l
l
-
J

一
年
末
年
始

一

一

休
館
の
ご
案
内

一

一

年

末

ロ

月

お

日

幽

か

ら

一

一

年

始

1
月
4
日

幽

ま

で

一

(い
日
か
川
崎
げ
竹
H
L

似
顔
絵
コ
ン
ク
ー
ル

魚
津
郵
便
局
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
第
2
回
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金

似
顔
絵
コ
ン
ク
ー
ル
(
小
学
校
入
学

前
の
幼
児
)
の
展
示
会
が
、
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

マ
と

き

ロ

月

8
日

ω
l
m日
制

マ
と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ
ザ
展
示
場

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

T
E
L
⑮
2
4
0
2
 

ー

ロ
月
の
行
事

l

〔
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
使
用
日
〕

6
日
附
(
男
子

)

F1
1
1
 

日
日
附

(
女
子
)

i

(
コ
サ
ー
ジ
ユ
)
、

，

〔ビ

l
ズ

手

芸

〕
(
ブ
ロ
ー
チ
)

、

7
日
幽
4
時
1
・
幻
日
幽
2
時
1

ビ
l
ズ

・
ワ
イ
ヤ
ー
持
参

〔
ぬ
り
絵
会
〕

リ
凶
日
幽
4
時
i
・
ク
レ
ヨ
ン
持
参

〔第

6
回
将
棋
大
会
〕

9
日
制
2
時
i

申
し
込
み
は
、

7
日
ま
で
。

〔ビ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕

初
日
附
4
時

i
・
幻
日
嗣
2
時
l

〔
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
〕

(14) 

お
日
制
2
時
i

申
し
込
み
は
日
日
ま
で
で
、
費
用

捌
円
を
そ
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
の
ど
自
慢
大
会
も
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方

は
、
曲
目
と
一
緒
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

マ
毎
週
の
行
事

土 水 火 曜 |

体 お 卓 幼

り 児 1T 
操 王求

紙 ク 事
教 教 教

フ 名
室 室 ニ宮士二 プ

3 1 ，;t 4 10 
時 時 211寺 時 時 |
30 lι時2日1 b 30 分 分 間

や
館
内
遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
紹
介

(日
月
刊
日
現
在

17，即 11

ド
回リ

浜プ
回ル

11 

好
隆

大
町

4 
年

(
こ
の
記
録
は
全
国
で
第
4
位
に

あ
た
り
、
認
定
証
申
請
中
)

刷
回
油
谷
光
範
(
大
町
小
4
年
)

淵
回
四
十
内
延
江
(
大
町
小
6
年
)

H

腹
筋
運
動

1

初
回
畠
田
聖
樹
(
本
江
小
6
年
)

即
回
石
川
健
太
(
大
町
小
4
年
)

山
田
岡
崎
英
一
(
本
江
小
6
年
)

(
三
人
の
記
録
は
、
全
国
で
一
位

1
三
位
ま
で
を
占
め
、
認
定
証
を

受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
/
)

H

ピ
ン
ポ
ン
玉
っ
き
H

印
回
浦
島
幸
信
(
大
町
小
4
年
)

刷
回
辻
口
ゆ
き
こ
(
大
町
小
5
年
)

凶
回
浜
田
和
佳
子
(
大
町
小
4
年
)

み
ん
な
も
セ
ン
タ
ー
へ
来
て
、
全

国
の
記
録
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

※
年
末
年
始
(
ロ
/
m
u
l
l
J
3
)
休
館
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ロ
月
の
休
日
診
。療
医

一
口
月
一

到
一
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事
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新
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一
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n
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f
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寸
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I
l
l
i
-
-斗
J

J
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|
I
l
l
i
-
-

t
一
ω日一
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一
可
村
豆
完
一
下
材
バ

宝
一

初
日
一

回
一
河
内
医
院
一

-
H
Y
I
!
i

f
一
3

1
一。
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歩かずにやたら乗るくせ悪いくせ
内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か 月児健診 3か月児
12月 6日付命 13 :00-14 :00 

12月20日附 13 :00-14 :00 ，魚 津 保健所

8か 月児健診 8か月児 12月14日幽 9:00-10:00 

1歳 6か月児健診 58年 5月生まれの幼児 12月21日幽 13:00-14:00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一歩
麻しん(はしか)の

接種券を発行します。
56.11.16-56.11. 30生まれの幼児 12月 5日休) 13:00-14:00 

3 歳 児健診 56.12.1-56.12.お生まれの幼児 12月19日休) 13:00-14:00 -ー・・ーーーー・ーー・ーーーーーーーーーーーーーー一一歩 尿の検査があります。

56.12.16-56.12.31生まれの幼児 1月 9日制 13 :00-14 :00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 12月 7日幽 9:30-16:00 ーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・ーーーーーー・+
母親学級は昼食をご
持参ください。

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 12月21日働 9 :00-12:00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー→ 予約制

心の健康相談 一 般市 民 12月18日(刈 l3 : 30 -15 : 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一→ 老人ポケの相談も受けます。

健 康 相 談 一般市民
12月20日附 13 :00-15 :00 魚津市役所保健室 血圧測定・検原・心電図・診察

12月11日(火) 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

機 自E 言11 練 脳卒中後遺症のある人
12月 6日(柑 10 :00-12 :00 医師の惨祭1は3:2o0o日-15:00 

百 楽 荘
〈リハビリテーション〉 12月20日附 10 :00-15 :00 理 学 療法士1の0:却0101銅-製は11:30 

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館 0体操の出来る服装

毎週水曜日 10 : 00 -11 : 30 相ノ木公民館 でおいていください。

健 康 体 操 一 般市民
毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館 0 日を定めて健康相

毎週月・木曜日 9:30-11:00 経団公民館 談 をしています。

毎週月 ・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

.3歳-5歳児で施 13:30-14:00 -体温は自宅で計って

設等へ入っていな 第 1回接種 第 2回接種 きてください。
-母子健康手帳 ・印か

い幼児。 12月 5日(7N 本江小学校 んを持参ください。

予 .15歳以上 ・高校 ・ 12月 6日休) 経団小学校
※接種できない禁忌事項

一般
1.発熱、または心臓、

11 12月11日(刈 村木小学校 じん臓、肝臓疾患な
(なお、この注射

月
どのために治療して

防
は 1-4週間の間 12月12日休) 大町小学校 いる者。

インフJレ 隔で2回接種。そ 12月11日(刈 道下小学校
2.鶏卵・鶏肉をたべて

第
発しんがでたり、下痢

れぞれ該当地区の 12月13日附 吉島小学校 をしたことのある者。

エンザ 小学校で受けてく 1 3 接種前 1年以内に

接 けいれんの症状を起
ださい。) 回

こしたことのある者。

-接種料金 接 4.過去において、こ

• 3歳 -15歳未満児 種 の予防接種により副

種 は無料。 ず
反応を起こしたこと
のある者。

• 15歳以上・高校・ み 5. その他、接種を行う

一般は l回につき
ことかつド適当と認めら
れた者は接種て与きませ

400円。 んので、ご注意下さい。

(15) 
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催
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。
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農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
申
請
受
付

ロ
月
お
日
ま
で

農
業
振
興
地
域
内
で
、
や
む
を
得
ず

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

1

農
地
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用
基
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し
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。
(
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農
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2

変
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後
の
農
用
地
区
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の
集
団
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が
保
た
れ
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こ
と
。
(
回
ぽ
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中
は

不
可
)

3

土
地
改
良
事
業
等
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よ
っ
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土
地

基
盤
整
備
を
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中
の
土
地
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び
事

業
が
完
了
し
て
8
年
を
経
過
し
て
い

な
い
土
地
を
除
外
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
。

な
お
農
用
地
か
ら
の
除
外
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で
な
い

と
農
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が
で
き
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せ
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で
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注
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い
。
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事
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の
で
、
市
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農
政
課
ま
で
お
問

い
合
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せ
く
だ
さ
い
。

ロ
月
5
日
1
ロ
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お
日

市
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農
政
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農
用
地
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計
画
の

変
更
〈
農
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除
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〉

日
年
6
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に
申
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さ
れ
た
農
用
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除
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、
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毎
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市
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へ
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て
く
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い
。
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し
よ
う

一
部
落
差
別
意
識
を
な
く
そ
う

皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
困
っ

た
こ
と
や
悩
み
ご
と
の
あ
る
場
合
は
、

ご
遠
慮
な
く
地
元
人
権
擁
護
委
員
又
は

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

。
相
談
は
無
料
で
秘
密
を
守
り
、
む
つ

か
し
い
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。
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大
蔵
省
北
陸
財
務
局
の
「
富
山
財
務

部
」
は
機
構
改
革
に
よ
り
、
今
年
目
月

1
日
か
ら
「
富
山
財
務
事
務
所
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
革
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

事
務
に
つ
い
て
見
直
し
が
あ
り
、

一
部

は
北
陸
財
務
局
へ
移
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
固
有
財
産
の
売
払
い
や
貸
付

け
の
事
務
、
金
融
機
関
の
監
督
事
務
、

資
金
運
用
部
資
金
の
融
資
に
関
す
る
事

務
は
、
引
き
続
き
富
山
財
務
事
務
所
に

お
い
て
行
い
ま
す
。

な
お
、
所
在
地

・
電
話
番
号
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

富
山
市
丸
の
内
一
丁
目
5
番
目
号

8
0
7
6
4
@
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魚;孝命e自然魚族紹介。7)
まるえらわれから

-
痴
呆
性
老
人

短
期
保
護
事
業
開
始

市
で
は
、
現
在
ね
た
き
り
老
人
短
期

保
護
室
主
宋
を
害
拝
施
し
て
い
ま
す
が
、
本

年
ロ
月
1
日
か
ら
、
新
し
く
痴
呆
性
老

人
短
期
保
護
事
業
も
実
施
し
ま
す
か
ら

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者
お
お
む
ね
臼
歳
以
上
の

痴
呆
性
老
人
。

マ
保
護
要
件
当
該
老
人
の
介
護
者
が
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
家
庭
で
介
護

で
き
な
い
時
。

街
頭
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

。。
サ 12
ン月
プ午 15
ラ前日
ザ 10仕)
前時

午
後
3 

!?-

工ピと同じ甲殻類だガ、体長オ ----3αn、半透明

で、体は細長く、中央には2対の丸いうちわ状の

えらガある。世界的に広く分布し、定置網のロー

プなどに大量に悶着することガある。後方の3対

のあしで、しっかりと泡藻につかまり、体を立ち

上げ、頭の先崎にある敏感な触角と眼で小さな工

サを見つけ、大きなはさみでっかみとる。人間に

は全く役に立だないが、藻場で育つ多くの椎魚の

重要な工サになっている。

マ
保
護
期
間

7
日
以
内
。
た
だ
し
、

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
時
、

必
要
最
小
限
度
の
範
囲
で
延
長
で

き
る
。

マ
保
護
施
設
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

新
川
ヴ
ィ
l
ラ

マ
費

用

1
日
千
六
百
円

く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー移

転

|
|
十
二
月
十
五
日
開
所
ー
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
今
ま
で
の
機
能
を
さ

ら
に
充
実
し
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
登

場
し
ま
す
。

・
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
の
庖

「

Q
&
A」

・
買
物
等
の
注
意
点
を
呼
び
か
け
る

「
お
し
ゃ
べ
り
ロ
ボ
ッ
ト
」

-
み
ん
な
の
テ
ス
ト
室

「セ
ル
フ
テ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
等

魚津善意銀行へのご寄付¥
〈敬称、略〉

消
費
生
活
相
談
、
消
費
者
金
融
相
談
、

講
座
依
頼
等
も
左
記
新
セ
ン
タ
ー
へ
ど

う
ぞ
。記

「

L
E「

EZ
白一一

豆一
/二
縦一一ヨ「

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

干
側

富
山
市
{
女
伍
町
七l
一八

2
0
7
6
4
③
9
2
3
3
 

2
畠
山
安
住
町
第

一
生
命
ビ
ル
内
)

-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
ロ
月
〉

実
施
地
区
:
:
:
魚
津
地
区
(
本
町
一
・

二
丁
目
、
中
央
通
り
一
丁
目
、
双
葉
町
)

点
検
に
は
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支

部
保
安
点
検
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

合

@
5
3
4
0

冬
季
は
、
と
か
く
締
め
切
り
が
ち
、

燃
焼
に
は
空
気
が
必
要
。

-
燃
焼
に
必
要
な
空
気
量

〈

1
時
間
消
費
・ド
ラ
ム
缶
で
〉

.
一
口
こ
ん
ろ
:・
j
i
-
-
:
:
約
8
本

.
小
型
湯
沸
器
・l
i
-
-
:
l
a
-
-
i

刊
本

・

ふ

ろ

釜

j
i
l
-
-
-
-
J
a
-
-
印
本

.
ス
ト
ー
ブ
:
;
・
J

J

・-:
約
は
本

こ
れ
は
、
理
論
空
気
量
で
、
実
際
に

は
、
初
jmω
%
増
が
必
要
。

給
気
・
換
気
お
忘
れ
な
く
。12月25日です。
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⑧ 

広報うおづあなたと市政をむすぷ

魚津一入善問

駅伝競走大会

② 
⑤ 
@ 

⑧ 

魚津一黒部一入善問駅伝競走大会は、 10月

28日一般、中学、女子合わせて51チーム306人

が参加して聞かれた。

企 j青河市長に金、銀メダルを披露する稲垣さん

金、銀メダル獲得
このほど奈良市で聞かれた 、第20回全国身体障害者大

会で、当市から参加の大海寺新、稲垣笑子さんは 、砲丸

投で見事一位に 、走幅跳で二位の好成績を収められた。

健康づくり歩こう会
健民運動モテル事業として昨年西布施地

区に設けられた健康づくりコースで、 11月

9日、婦人グループなど36人が参加して、

歩こ う会が行われた。紅葉を楽しみながら

2時間余で、7.3キロの同コースを一周した。

企市役所前をスター卜する一般の部出場の選手たち

村
木
小
児
童
が

街
頭
パ
レ
ー
ド

税
を
知
る
週
間
行
事
と
し
て
、
日

月
刊
日
、
村
木
小
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
と

バ
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
児
童
た
ち
が
、
「
こ

の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る
」

と
書
い
た
横
幕
を
先
頭
に
目
抜
き
通

り
を
に
ぎ
や
か
に
街
頭
パ
レ
ー
ド
し

て
盛
り
上
げ
た
。

街
頭
献
血
に
側
人

魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
呼
び
か
け

で
、
日
月

7
日
市
役
所
前
で
行
わ
れ
た
街

頭
献
血
に
、
8
4
3
人
が
訪
れ
、
県
内
街

頭
献
血
の
一
日
最
高
記
録
を
大
幅
に
更
新

し
た
。

，
.

忘
年
会
の
「
忘
年
」
と
言
、
っ

・
・
.

言
葉
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

-
E
E

味
が
あ
る
よ
う
で
す
。
自
分

…e'
の
老
い
を
忘
れ
て
没
頭
す
る

E
間

ほ
ど
お
も
し
ろ
く
思
う
、
年

一

一
繍

齢
の
差
を
気
に
と
め
な
い
、

w

長
幼
を
論
じ
な
い
、
そ
の
年
の
苦
労
を

忘
れ
る
こ
と
ー
ー
な
ど
で
す
。

も
ち
ろ
ん
忘
年
会
は
、
そ
の
年
の
苦

〉
労
を
忘
れ
る
た
め
の
催
し
で
す
か
ら
、

問
年
齢
を
忘
れ
、
長
幼
に
関
係
な
く
た
の

ω

し
み
た
い
も
の
で
す
。

叫

最
近
は
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
よ
り
、

泊
ま
り
が
け
の
忘
年
会
が
流
行
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
を

し
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
い

っ
そ
泊
っ
て
、
あ
く
る
朝
早
く
み
ん
な

そ
ろ
っ
て
出
動
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で

す。
と
こ
ろ
で
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
に

限
ら
ず
飲
食
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

十
二
月
は
お
正
月
用
の
食
品
が
大
量
に

出
回
る
シ
ー
ズ
ン
、
同
時
に
食
中
毒
な

ど
食
品
の
事
故
も
増
え
ま
す
。
食
品
の

取
扱
い
、
保
存
に
は
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
、
っ
。

(18) 印刷/魚津田制株式会社

圃置理圏冨・
人 (前月対比)

24.025 (ー20)

26.065 (+ 4) 
50.090 (-16) 

13.410戸

200.75km' 
7.9km 

編集/企画広報室

(10月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


